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【母親のストレス】

■専業主婦を持つ片働き家庭の夫は1日平均どのくらいの時間を家事に費

すか。「う一ん、何分って単位じゃないですか」と問われた人はだいてい答

えます。そう、7分です。では共働き家庭の夫は？　「30分くらいかしら」

と多くの女性たち。残念でした。30分もしてくれればいいけれど、なん

とたったの8分。1分しか違いがない1！これじゃあ、働く女性は疲れま

すよねえ。そのうえ子どもがいるとどうなるか。労働省産業医学総合研究

所の調査によると、働く独身女性が食事の準備や掃除、洗濯など家事にかけ

る時間は1日33分、子どものいる男性は2．5分。そして働く女性で子ども

のいる人は1時間35分という結果が出ています。（私、もっと多いなあ）

■そのうえストレスに対処するホルモンの分泌量など生理学の面からみて

も、子どものいる働く女性のストレスはかなり高いことが判明したとか。

男女雇用機会均等法が改正され、募集採用や配置昇進などで男女差別が禁

止されることになったと同時に、労働基準法の女子保護規定が撤廃されま

す。時間外労働は150時間まで、深夜業は限られた職種だけだったのが、

どちらも解除されるわけです。年間1800時間の実労働を目標にしながら

も、まだ平均して1919時間も！　珊労働をしている我が国では（労働側

のデータでは平均2000時間をこAています）、これではますます男女共、

労働時間が増える危険があります。深夜労働や残業を拒否したら、職場に

いづらくなることもでてくるでしょう。その時、主たる生計保持者のひと

り親家庭の母はどうずればいいのか。疲労とストレスは高まり、子どもと

ゆったりつきあう時間も失われます。夫のいる家庭でも、夫も妻も疲れて

いれば家庭崩壊は進むでしょう。男性の家事時間を増やし、男女共、働く

時間を減らす努力をすることはできないのでしょうか。　　　（円より子）
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海を渡る鳥は、波間を漂う流

木に憩うという。離婚一それ

は旅の半ばの一．．．一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちは

いま手をとりあい、女である

がゆえの偏見と差別に向きあ

う。ハンド・イン・ハンドは

生きやすい社会をめざし、支

えあう女たちの流木である。
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1997年7月1日　隔月1回1日発行第175号ハンド・イン・ハンド

ハ
ナ
コ
族
の
主
婦
症
候
群

離
婚
1
1
0
番
利
用
者
に
見
る
3
0
代
女
性
の
結
婚
観
E

●
3
0
代
の
世
代
が
増
え
て
き
た

　
1
9
7
9
年
に
離
婚
講
座
を
始
め
ま

し
た
が
、
当
時
2
0
代
の
離
婚
率
が
5
2
・
2

％
（
1
9
7
5
年
）
で
、
若
年
離
婚
が

当
り
前
で
あ
っ
た
時
に
、
講
座
の
受
講

者
の
平
均
年
齢
は
、
そ
の
年
3
9
歳
で
、
そ

の
高
さ
に
驚
い
た
も
の
で
す
。
翌
年
は

さ
ら
に
上
が
っ
て
4
0
代
に
入
り
、
そ
の

数
年
後
、
我
が
国
の
離
婚
統
計
で
も
3
0

代
が
ト
ッ
プ
と
な
り
、
ま
た
4
0
代
が
大

幅
に
増
え
た
。
そ
う
し
た
数
字
や
相
談

内
容
を
見
て
い
る
と
、
離
婚
講
座
は
現

実
の
離
婚
の
実
態
よ
り
、
現
象
の
現
れ

方
が
早
い
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
講
座
、
1
1
0
番

の
利
用
者
は
高
齢
社
会
、
ま
た
子
育
て

後
の
人
生
の
長
さ
等
を
反
映
し
、
ず
っ

と
4
0
代
、
5
0
代
が
増
え
続
け
て
い
た
の
で

す
が
、
3
年
前
か
ら
、
受
講
者
の
平
均

年
齢
が
下
が
り
始
め
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
2
0
代
、
3
0
代
が
目
立
っ
て
き
た
の
で

す
。　
そ
し
て
今
回
、
今
年
の
1
月
～
4
月

の
離
婚
1
1
0
番
利
用
者
を
集
計
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
3
0
代
の
増
大
が
顕
著
に
見

ら
れ
ま
し
た
（
1
9
9
2
年
4
1
・
7
％
か

ら
4
8
・
6
％
へ
）
。

●
4
0
、
5
0
代
は
期
待
し
な
く
な
っ
た
？

　
4
0
代
、
5
0
代
、
6
0
代
は
激
減
し
て
い
ま

す
。
こ
の
理
由
は
何
な
の
か
。
有
配
偶

者
の
多
い
団
塊
の
世
代
は
今
、
4
0
代
後

半
、
5
0
を
目
の
前
に
し
て
い
ま
す
。
相
談

件
数
、
離
婚
件
数
の
高
年
齢
化
は
あ
る

意
味
で
、
こ
の
世
代
が
支
え
て
き
た
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
妻
た
ち
の
4
0
代
後
半
は
、
子
ど
も
が

ち
ょ
う
ど
大
学
生
。
教
育
コ
ス
ト
の
掛

か
る
時
で
す
。
経
済
的
に
は
離
婚
ど
こ

ろ
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
あ

と
数
年
も
す
れ
ば
末
の
子
ど
も
も
社
会

人
と
な
り
、
子
ど
も
へ
の
親
役
割
は
ほ

と
ん
ど
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
我

慢
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
物
理
的
に

は
子
ど
も
に
手
が
掛
か
ら
ず
、
可
処
分

時
間
は
十
分
あ
り
、
パ
ー
ト
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
自
分
の
能
力
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
に
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
な
の
か
、
夫
婦
の
関
係
性
や
結
婚

　　　離婚110番相談カルテ（1997年1月～4月）集計結果
　　　相談件数226件（内　当事者女性190件・男性22件、第三者女性9件、男性5件）
　　　調査対象　当事者のうちの初回相談女性（未婚2件を除く）140件

居住地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年齢
年代 件数 ％

20代 ・29 2071
30代 68 4857
40代 32 22．86

50代 5 3．57

60代 0 000
70代以上 0 000
不明 6 429
総数 140 100．00

30代が48．6％（前回41．7％）と圧倒的に多い。次

いで40代が22．9％（25．2％）、20代が20．7％（17．

4％）、50代3．6％（8．4％）と続く。3Q代が増えて

いて、また50代、60代が前回10．2％だったのが、

今回は60代以上はゼロで、50代も減少した。

職業

職種 件数 ％

有職 38 27．14
パート 19 13．57
無職 77 55．00
不明 6 4．29

総数 140 100．00

無職が前回（40．0％）より増加し、55．0％と半数を

越えている。有職率はパートを含めても40．7％と

前回（44．1％）より低くなっている。

都道府県名 件数 ％

東京都 総数 43 30．7工

区内 19 13．57
都下 5 3．57

不明 19 1357
神奈川県 25 17．86
埼玉県 13 9．29

千葉県 7 500
愛知県 4 2．86

大阪府 4 2．86

栃木県 3 2．14

長野県 3 214
三重県 3 214
長崎県 3 2．14

青森県 2 1．43

群馬県 2 1．43

静岡県 2 1．43

京都府 2 1．43

兵庫県 2 1．43

山口県 2 1．43

熊本県 2 143
その他 14 1000
不明 4 2．86

総数 140 10000
①都内30．7％、②神奈川県17．9％、③埼長齢9．3％と

続く。全国31都道府県から掛かってきて、シンガ
ポールからも掛かってきている。

（2）
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に
対
す
る
不
満
を
わ
ざ
わ
ざ
1
1
0
番

に
ぶ
つ
け
て
は
来
な
く
な
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
結
婚
に
対
し
て
期
待
し

な
く
な
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。

　
4
0
代
、
5
0
代
で
講
座
、
1
1
0
番
を
利

用
す
る
人
々
の
「
離
婚
を
考
え
る
理
由
」

を
み
る
と
、
従
来
か
ら
多
く
近
年
さ
ら

に
増
え
て
い
る
の
が
、
「
夫
の
浮
気
」
。
期

待
し
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
夫
の

浮
気
に
は
無
関
心
で
い
ら
れ
ず
、
今
後

の
人
生
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
の

で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
3
0
代
の
相
談
カ
ル
テ
か

ら
は
、
「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
結
婚
へ
の
失
望
、
子
ど
も
へ
の

幻
滅
、
そ
し
て
夫
へ
の
不
満
が
渦
巻
い

て
い
る
の
で
す
。

●
3
0
代
女
性
の
大
い
な
る
不
満

　
今
の
3
0
代
は
1
9
5
7
年
～

1
9
6
6
年
生
ま
れ
。
日
本
が
急
激
に

高
度
経
済
成
長
し
て
い
く
の
と
共
に
成

長
し
た
世
代
。
T
V
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
等
、
家
電
も
家
庭
に
普
及
、
「
夫
は
外

へ
、
妻
は
内
へ
」
の
性
別
役
割
分
業
の

下
、
父
親
の
経
済
力
と
専
業
主
婦
の
母

親
の
ケ
ア
に
よ
っ
て
何
不
自
由
な
く
育

て
ら
れ
た
世
代
。
高
校
進
学
率
も
義
務

教
育
並
み
に
な
り
、
短
大
、
大
学
へ
の

進
学
率
も
急
激
に
高
ま
り
、
教
育
の
場

で
も
、
家
庭
で
も
ほ
と
ん
ど
「
男
女
」
の

区
別
な
く
育
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

1
9
8
6
年
の
男
女
雇
用
均
等
法
施
行

に
よ
り
、
職
場
に
も
「
総
合
職
」
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ

ィ
ア
か
ら
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
音
楽
、
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ジ
ャ
ー
等
、
情
報
が
溢
れ
、

一
つ
前
の
世
代
と
比
べ
、
進
学
に
し
ろ
、

仕
事
に
し
ろ
、
余
暇
に
し
ろ
、
自
分
の

し
た
い
こ
と
を
自
由
に
選
択
し
、
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
世
代
で
す
。

　
1
9
8
8
年
「
H
a
n
a
k
o
」
が

創
刊
さ
れ
ま
し
た
が
、
就
職
し
て
数
年

経
ち
、
キ
ャ
リ
ア
も
積
ん
で
、
経
済
的

に
少
し
余
裕
の
出
て
き
た
2
0
代
後
半
の

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
そ
の
世
代
に

あ
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ
ル
メ
、
音

楽
、
レ
ジ
ャ
ー
等
を
紹
介
、
ち
ょ
う
ど

バ
ブ
ル
で
潤
っ
た
O
し
に
受
け
、
「
ハ
ナ

コ
族
」
と
い
う
流
行
語
ま
で
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
経
済
力
も
あ
る
の
で
、
結
婚
に
よ
る

家
事
、
育
児
等
の
煩
わ
し
さ
か
ら
、
晩

婚
化
も
進
み
ま
し
た
。
「
三
高
」
と
い
う

言
葉
も
で
き
ま
し
た
が
、
夫
へ
の
要
求

や
平
等
意
識
は
高
く
、
結
婚
生
活
で
の

家
事
育
児
の
分
担
は
当
り
前
、
ま
た
結

婚
し
て
も
仕
事
や
余
暇
等
、
結
婚
前
と

同
じ
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
世

代
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
結
婚
し
て
し
ば
ら
く
す

現在の状態1別居年数

状態 件数 ％

初婚 128 91．43 現在の状態2

離婚 6 4．29 状態 件数 ％

再婚 6 4．29 同居 53 37．86

不明 別居 71 50．71

総数
　0
P40
　0．00
P00．00 離婚 6 4．29

単身赴任 4 2．86

家庭内別居 3 2．14
子どもの有無

その他 0

子の有無 件数 ％
不明 3

有 総数 103 73．57
総数 140 100．0

1人
2人
3人

48
S1
P1

Q
1

3429
Q9．29
V．86

P．43

O．71

現在の状態3
4人 状態 件数 ％
妊娠中

1 O．71 調停中
28 20．00

不明
33 23．57 裁判中

1 0．71
無

3 2．14 調停不調
6 ’4．29

不明
140 100．00 調停終了

2 1．43
総数

無 99 70．71
その他 0 0．00子ども有りは、年齢や結婚年数が低

｢ためか73．6％で、前回83．6％や 不明 4 2．86

数 140 100．00

年数 件数 ％

半年未満 42 59．15

1年未満 12 16．90

1～5年未満 14 19．72

5～10年未満 0 0．00

10～15年夫満 0 0．00

15年以上 0 0．00

不明 3 4．23

総数 71 100．00

結婚年数

同居中40．0％、別居中53．6％、と別

居中がかなり多くなっている。調停
については、調停中は20．0％、調停

不調4．3％、調停終了1，4％と、別居

中、調停中共に多いことから、状況

が切迫していることが伺える。

O

年数 件数 ％

1年未満 3 2．14

1～5年未満 36 25．71
5～10年未満 33 23．57
10～15年夫満 24 17．14
15～20年未満 14 10．OO
20～25年未満 9 6．43

25～30年未満 5 3．57

30年以上 4 2．86

不明 12 8．57

総数 140 100．00

結婚年数は、①5年未満27．9％（前回23．0％）、②

5～10年未満23．6％（22．1％）、③10～15年未満17．

1％（15．4％）、④20年以上12．9％（17．1％）と、前

回と比べ、奪齢が低いせいか短くなっている。

（3）
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る
と
、
夫
は
3
0
代
半
ば
で
仕
事
が
忙
し

く
な
り
、
家
事
は
し
な
く
な
る
。
子
ど

も
が
産
ま
れ
て
も
育
児
も
手
伝
わ
な
い
。

1
人
目
の
時
は
何
と
か
仕
事
を
続
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
2
人
目
が
生
ま
れ
、
退

職
。
毎
日
狭
い
住
居
の
中
で
、
独
身
時

代
は
母
親
に
任
せ
て
き
た
慣
れ
な
い
家

事
と
戸
惑
う
ば
か
り
の
育
児
に
追
わ
れ
、

自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で
き
ず
、
欲
求

不
満
は
募
る
ば
か
り
。
帰
っ
て
き
て
も

「
疲
れ
た
」
と
話
も
聞
い
て
く
れ
な
い
、

手
伝
い
も
し
な
い
夫
。
喫
茶
店
で
ホ
ッ

と
す
る
一
人
の
時
間
も
、
友
人
と
会
う

時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
公
園
デ
ビ

ュ
ー
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
子
ど

も
と
母
親
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
不
自
由
そ
の
も
の
。
結
婚
前
の
自
由

な
生
活
と
比
べ
て
、
「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ

な
か
っ
た
」
「
何
で
私
だ
け
が
」
と
な
る

条
件
は
揃
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
意
識
と
独
身
時
代
の
環
境
は

変
化
し
た
も
の
の
、
主
婦
と
育
児
中
の

母
親
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
や
、
主
婦

と
母
親
へ
の
役
割
期
待
は
、
余
り
変
わ

っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
中

で
窒
息
し
そ
う
に
な
っ
て
い
る
3
0
代
女

性
の
閉
塞
的
な
状
況
が
、
離
婚
1
1
0

番
に
垣
間
見
え
た
と
言
っ
て
も
、
過
言

で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

どちらが家を出たか

出た方 件数 ％

夫 31 43．66
妻 36 50．70
双方 0 0．00
明 4 5．63
数 71 100．00

どちらが離婚を言い出したか

件数

　43
　56

25
12
140

o
／
0

　30．71
　40．00

　2．14
　0．71
　17．86

　8．57
100．00

相談内容（複数回答）

回答 件数 ％

ただ何となく溢血した思いを吐き出した「い 22 15．71
28 20．00　婚すべきか思い悩んでいる普@婚を言い出されて困っている
33 23．57

離婚したいが配偶者が同意しない 30 21．43

離婚にお互い同意、条件について話し合い中 38 27．14
離婚したが、悩みや問題がある 5 3．57

その他 9 6．43

不明 0 0．00

①離婚にお互い同意、条件について話し合い中27．1％、②離婚を言い出

されて困っている23．6％、③離婚したいが配偶者が同意しない2L4％、

④離婚すべきか思い悩んでいる20．0％、⑤何となく欝屈した思いを吐き

出したい15．7％と続く。①と③を合わせ妻に離婚の意思があるとみると

48．6％で、前回（41。7％）と比べ増えている。「夫から言い出されて困っ

ている」が（前回12．2％）増えている。

相談内容2（複数回答）

回答 件数 ％

経済的な不安 46 32．86

子どもについて 35 25．00
住居について 18 12．86

夫との関係について 10 7．14

異性、再婚 1 0．71

法律、手続きその他について知りたい 96 68．57
1）調停、裁判、弁護士等 32 22．86
2）財産分与 33 23．57

　　　　　具体的な相談内容は①法律・
@　　　　手続きについて知りたい68．6
@　　　　％、②経済的不安329％、③
@　　　　子どもについて25，0％、④住
@　　　　居について12．9％。これは、
@　　　　離婚講座の女性参加者が離婚
@　　　　を考えるときの障害の①生活
@　　　　力64．7％、②子ども48．8％③
@　　　　住居39．7％と対応している。

｣婚を考える原因（複数回答）

3）慰謝料 13 9．29
4）親権、養育費 26 18．57
5）面接交渉 4 2．86
6）婚費分担 11 7．86
7）夫を説得したい 2 143
8）その他法律手続き 32 22．86
その他 21 15．00
無回答 9 6．43

回答 件数 ％

価値観、人生目標が違う 42 30．00

夫の経済力のなさ経済観念の違い 25 17．86

夫が家庭をかえりみない 25 17．86

夫の不貞 50 35．71
妻の不貞 7 5．00

夫のアル中、酒乱 5 3．57

夫の暴力 21 15．00

子ともをめぐっての対立 0 0．00

親兄弟との折り合いが悪い 25 17．86

相性が悪い 9 6．43

性的不一致 14 10．00
夫の性格 38 27．14

①夫の不貞35．7％（前回33．3％）、②価値

ﾏ、人生目標が違う30．0％（28．2％）、③

vの性格27．1％、④夫の経済力のなさ、
o済観念の違い17．9％（11．8％）、夫が家

?�ｩえりみない17．9％（9．0％）、親兄

墲ﾆの折り合いが悪い17．9％（11．O％）、

D夫の暴力15。0％（12．5％）となってい

驕B夫の暴力は順位はドがつたが、割合

ﾍ高くなっている。割合が全体的に高く

ﾈっているが、バブルが崩壊等、家族を
謔闃ｪく社会的状況が変化したため、離
･を考える原因も複雑化し、複数回答が
揩ｦたためと言える。

夫のギャンブル癖 10 7．14

妻が働くことへの無理解、非協力的態度 4 2．86

夫の精神陣害 4 2．86

妻の精神障害 2 1．43

夫が両親と親離れ子離れできていない 4 2．86

原因が本人は分らない 6 4．29

その他 23 16．43
無回答 8 5．71
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家
計
簿
a
開

第
1
1
0
回
　
北
海
道

〔
家
族
構
成
〕

　
私
　
長
男
　
5
歳

〔
住
居
〕

　
賃
貸
ア
パ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
★

讐Mさ
ん

32
ﾎ
（
事
務
員
）

　
　
（
保
育
園
児
）

（
1
K
）

　
約
1
年
間
の
別
居
の
後
、
平
成
8
年

8
月
末
に
調
停
離
婚
し
ま
し
た
。
原
因

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
主
に
夫
の

私
や
子
ど
も
に
対
す
る
暴
力
で
す
。

　
現
在
は
息
子
と
二
人
で
の
び
の
び
と
、

自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。
経
済

的
に
は
か
な
り
き
つ
い
状
態
で
す
が
、
何

と
か
な
る
と
タ
カ
を
く
く
っ
て
い
ま
す
。

　
先
月
ま
で
は
パ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
、
収

入
は
か
な
り
少
な
い
で
す
。
今
月
か
ら

は
正
社
員
と
な
り
、
収
入
も
わ
ず
か
で

す
が
増
え
ま
し
た
が
、
日
給
月
給
で
休

む
と
引
か
れ
て
し
ま
い
、
ト
ー
タ
ル
す

る
と
、
そ
れ
程
変
わ
り
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
昨
年
の
1
0
月
に
、
子
ど
も
が
喘
息
の

た
め
、
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
病
院
へ
走

れ
る
よ
う
に
と
、
3
年
ロ
ー
ン
で
車
を

買
い
ま
し
た
が
、
意
に
反
し
て
病
院
へ

は
通
院
以
外
で
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
っ
ぱ
ら
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
あ

に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
家
計
簿
は
、
か
な
り
大
雑
把
な
も
の

で
す
。
家
賃
、
車
の
ロ
ー
ン
、
光
熱
費
、

食
費
等
は
毎
月
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
電
話
代
そ
の
他
の
娯
楽
費
、
衣

料
品
等
は
残
っ
た
分
で
や
り
く
り
し
て

い
ま
す
。

　
北
海
道
と
い
う
所
は
、
他
か
ら
見
る

と
か
な
り
物
価
の
安
い
所
だ
そ
う
で
、
住

み
や
す
い
所
で
は
あ
り
ま
す
（
そ
の
分

賃
金
も
全
国
的
に
一
番
安
い
所
で
も
あ

る
ら
し
い
の
で
す
が
）
。
最
近
で
は
母
子

家
庭
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
昔
の

よ
う
に
肩
身
の
狭
い
思
い
を
す
る
こ
と

も
な
く
、
勝
手
気
ま
ま
な
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。
多
分
私
は
、
周
り
の
入
間

に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
本
音
を
言
え
ば
、
収
入
は
多
い
に
越

し
た
こ
と
は
な
く
、
欲
を
言
え
ば
キ
リ

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
に
幸
せ
そ

う
な
人
で
も
不
満
は
つ
き
も
の
。
「
も
っ

と
○
○
だ
っ
た
ら
い
い
な
あ
」
と
思
い

な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
生
命
保
険
は
一
つ
も
入
っ
て

い
な
い
の
で
、
近
い
内
に
入
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
皆

さ
ん
は
ど
う
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

家
計
か
ら
言
う
と
、
な
か
な
か
キ
ツ
イ

の
で
す
が
、
や
は
り
自
分
に
万
が
一
の

こ
と
が
あ
っ
た
ら
と
思
う
と
、
子
ど
も

が
い
る
だ
け
に
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
き
っ
と
、
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て

い
く
こ
れ
か
ら
の
方
が
大
変
な
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
の
耐
え
続

け
た
結
婚
生
活
を
思
え
ば
、
何
と
か
な

る
か
な
あ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
の

頃
よ
り
落
ち
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
。
と
に
か
く
、

節
約
し
た
り
、
自
分
の
頑
張
り
一
つ
で

ど
う
に
か
な
る
ん
だ
と
思
う
と
、
そ
れ

が
結
構
励
み
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
は
、
我
慢
さ
せ
る
こ
と
が
多

く
て
、
か
わ
い
そ
う
か
な
あ
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
…
。

　
別
居
、
離
婚
し
て
か
ら
の
息
子
は
、
と

て
も
落
ち
着
い
た
様
子
で
、
喘
息
の
発

作
（
入
院
す
る
程
の
発
作
）
は
、
一
度

も
な
く
、
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
喘
息
の
発
作

の
原
因
は
、
ス
ト
レ
ス
等
の
精
神
的
な

も
の
が
原
因
だ
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
保
育
園
で
は
、
初
め
の
う
ち
は
な
か

な
か
馴
染
あ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
1

か
月
も
す
る
と
毎
日
張
り
切
っ
て
登
園

す
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
は
、
風
邪
で

休
む
こ
と
も
少
な
く
な
り
、
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
親
子
二
人
、
健
康
に

は
十
分
気
を
つ
け
て
や
っ
て
い
く
、
た

だ
そ
れ
だ
け
で
す
。

家計簿内訳
（1997年5月分）

〔収　入〕

給与 80，000円

養育費 30，000円

児童扶養手当 40，000円

計 150，000円

〔支　出〕

「

家賃（水道費込） 33，000円

車ローン 23，600円

食費 35，000円

光熱費 9，000円

かソリン代 5，000円

電話代 5，000円

新聞、娯楽費、雑費 39，400円

計 150，000円

（5）
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民
法
改
正
案
を
提
出
！

　
咋
年
の
2
月
2
6
日
に
法
制
審
議
会
よ

り
民
法
改
正
案
要
綱
が
法
務
大
臣
に
答

申
さ
れ
ま
し
た
が
、
閣
議
（
内
閣
の
大

臣
に
よ
る
会
議
。
法
案
等
に
つ
い
て
国

会
に
上
程
す
る
か
ど
う
か
審
議
す
る
）
決

定
さ
れ
ず
、
国
会
に
上
程
さ
れ
な
い
ま

ま
今
国
会
を
迎
え
た
の
は
、
皆
さ
ん
も

ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。

　
法
案
は
省
庁
か
ら
出
さ
れ
る
他
、
議

員
が
法
案
を
作
成
し
、
所
定
の
賛
成
者

（
参
議
院
は
通
常
1
0
人
以
上
の
議
員
）
と

共
に
提
出
す
る
議
員
立
法
も
あ
り
ま
す
。

　
円
よ
り
子
は
、
新
進
党
の
人
権
部
会

長
を
務
め
、
部
会
で
党
と
し
て
民
法
改

正
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
、
2
月

末
か
ら
参
議
院
の
法
制
局
と
作
業
を
進

め
、
法
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
法
制
審
議
会
の
要
綱
で
は
、
①
選
択

的
夫
婦
別
姓
制
の
導
入
②
非
嫡
出
子
と

嫡
出
子
の
相
続
差
別
の
撤
廃
③
「
5
年

別
居
」
離
婚
条
項
の
導
入
の
3
つ
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
①
②
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
多
く
の

女
性
た
ち
が
待
ち
望
ん
で
い
た
改
正
で

あ
り
、
憲
法
の
基
本
理
念
で
あ
る
個
の

尊
厳
、
法
の
下
の
平
等
、
両
性
の
本
質

的
平
等
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
国
際
人

権
規
約
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
、
子
ど

も
の
権
利
条
約
等
国
際
規
約
上
か
ら
も

早
急
に
改
正
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
離
婚
の
「
5
年
別
居
」
条

項
の
導
入
に
関
し
て
は
、
別
居
中
の
扶

養
料
や
離
婚
に
伴
う
子
の
監
護
や
財
産

分
与
に
つ
い
て
の
整
備
は
不
十
分
で
あ

り
、
労
働
に
お
け
る
男
女
の
格
差
や
保

育
所
や
住
宅
政
策
の
不
備
か
ら
、
離
婚

後
の
母
子
が
困
窮
す
る
の
は
必
至
で
す
。

　
そ
こ
で
、
円
よ
り
子
は
そ
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
時
間

が
掛
か
り
今
国
会
提
出
に
間
に
合
わ
な

い
た
め
、
法
制
審
の
要
綱
か
ら
離
婚
の

部
分
を
外
し
て
、
法
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
6
月
6
日
（
金
）
に
発
議
者
（
提
案

者
）
円
よ
り
子
他
3
名
、
賛
成
者
お
名

の
平
成
会
（
新
進
党
、
公
明
党
で
構
成
）

有
志
で
参
議
院
事
務
総
長
へ
提
出
。

　
残
念
な
が
ら
、
審
議
さ
れ
な
い
ま
ま

廃
案
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
超
党
派

で
協
力
し
、
次
期
臨
時
国
会
で
も
法
案

を
提
出
し
、
国
会
で
議
論
を
巻
き
起
こ

し
、
成
立
を
目
指
す
つ
も
り
で
す
。

　
　
一
　
　
　
，
、
像
磯
、
詳
凝
，

　
　
　
　
愚
　
　
：
’
熱

　
　
弩
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゴ

』睾

騒1》
鷺s・一t蟻

　
　
　
長
男
が
髄
膜
炎
の
後
遺
症
で

◎
　
　
　
知
的
障
害
が
残
り
、
私
は
長
男

の
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
長
年
勤
め
た
役
所

を
退
職
し
ま
し
た
。
価
値
観
が
違
い
す

ぎ
る
夫
と
の
間
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
だ
し

て
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ほ
ど
心
が
離

れ
、
昨
年
3
月
か
ら
別
居
中
で
す
。

　
調
停
中
で
す
が
、
夫
は
私
が
悪
い
の
だ

か
ら
、
財
産
分
与
は
し
な
い
、
養
育
費
も

4
万
円
し
か
払
わ
な
い
。
次
男
の
親
権

者
は
夫
だ
と
主
張
し
、
調
停
が
ま
と
ま
り

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
調
に
な
っ
た

後
の
対
処
の
仕
懸
障
害
児
や
女
性
襲
愚
で
す
・

に
理
解
の
あ
る
弁
護
士
の
選
び
友
覇
顯
弁
護
士
費
用
が
な
け
れ
ば
最
寄
り
の

．
費
用
三
聖
獄
成
立
に
終
回
鞭
剛
強
譲
隷
網
掛

A
り
そ
つ
で
轟
遷
し
た
い
と

思
う
な
ら
裁
判
を
す
る
の
が
普
通
で
す
。

　
お
手
紙
か
ら
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
離

婚
に
は
合
意
で
き
て
い
る
様
子
で
す
の

で
、
次
男
の
親
権
者
さ
え
合
意
で
き
る
な

ら
、
先
に
離
婚
だ
け
し
て
、
財
産
分
与
と

養
育
費
は
後
日
審
判
で
決
め
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
親
権
者
が
決

ま
ら
な
い
以
上
離
婚
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
離
婚
原
因
が
も
う
一
つ
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
た
と
え
あ
な
た
が
有
責
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
夫
の
言
わ
れ
る
「
妻
が

悪
い
か
ら
財
産
分
与
は
し
な
い
」
と
い
う

　
理
屈
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
婚
姻
中
に

　
形
成
し
た
共
有
財
産
の
精
算
、
離
婚
後
の

　
扶
養
と
し
て
の
財
産
分
与
は
離
婚
の
原

　
因
に
は
関
係
な
い
か
ら
で
す
。

　
　
障
害
児
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
弁

　
護
士
の
中
か
ら
選
び
た
け
れ
ば
、
そ
の
よ

　
う
な
運
動
団
体
や
地
域
の
弁
護
士
会
に

　
紹
介
し
て
も
ら
う
等
の
方
法
が
あ
り
ま

　
す
が
、
要
は
相
性
が
合
う
か
ど
う
か
で
す

　
か
ら
、
ま
ず
相
談
を
し
て
み
て
確
か
め
る

　
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
相
談
料
だ
け

…
灘
だ
と
初
回
で
あ
れ
ば
3
0
分
5
0
0
0
円

…，

V
立
替
分
は
償
還
免
除
の
制
度
も
あ
り
、
扶

　
助
協
会
を
通
し
た
方
が
、
直
接
依
頼
す
る

　
よ
り
低
廉
な
弁
護
士
費
用
で
す
み
ま
す
。

　
大
阪
弁
護
士
会
の
規
定
で
は
離
婚
訴
訟

　
の
着
手
金
・
報
酬
は
共
に
3
0
～
6
0
万
円
が

　
基
本
で
、
財
産
分
与
、
慰
謝
料
を
請
求
す

　
る
と
き
は
そ
の
金
額
に
よ
っ
て
加
算
さ

　
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
規
定
だ
け
見

　
て
も
幅
が
あ
り
ま
す
の
で
、
依
頼
す
る
前

　
に
費
用
の
見
通
し
を
き
ち
ん
と
聞
い
て

　
お
く
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
弁
護
士
　
竹
　
川
　
幸
　
子

　
　
　
容
0
6
1
3
9
3
－
1
3
3
1

（8）
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に
載
る
こ
と
を
祈
り
、
私
な
り
に
頑
張

る
つ
も
り
で
す
。

口
養
育
費
の
一
部
留
保
に
踏
切
ま
し
た

　
　
　
　
　
0
・
W
（
東
京
・
？
歳
）

　
以
前
再
婚
し
た
元
妻
と
子
ど
も
へ
の

心
配
に
つ
い
て
お
便
り
し
ま
し
た
が
、
異

変
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
転
校
す
る
小

学
校
名
は
聞
い
て
い
た
の
で
、
実
家
へ

戻
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
養
育

費
は
郵
便
小
為
替
で
送
金
し
て
き
ま
し

た
が
、
新
住
所
を
教
え
て
ほ
し
い
と
実

家
に
郵
便
を
送
り
、
連
絡
が
な
け
れ
ば

彼
女
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
む
、
一
定

期
限
ま
で
に
連
絡
が
な
け
れ
ば
支
払
い

を
留
保
す
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　
す
ぐ
に
「
実
家
宛
に
郵
便
を
送
る
な
」

と
抗
議
の
留
守
電
が
。
銀
行
口
座
を
指

定
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
住
所
と

電
話
番
号
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
子

ど
も
の
成
長
に
つ
い
て
離
別
親
と
養
育

親
と
が
誠
意
を
も
っ
て
協
力
し
合
う
一
－

離
婚
に
伴
う
和
解
内
容
の
一
部
1
1
た
め

の
担
保
と
し
て
必
要
．
不
可
欠
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

が
取
れ
な
い
状
態
に
は
納
得
が
い
き
ま

せ
ん
。
乱
暴
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
養
育

費
の
4
分
の
一
を
留
保
し
て
振
込
を
す

る
こ
と
に
。
子
ど
も
の
安
全
を
確
認
す

る
た
め
に
養
育
費
を
法
務
局
へ
供
託
す

る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
養
育
親
に
と
っ
て
元
配
偶
者
は
「
金

員
」
で
し
か
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
以
上
に
元
配
偶
者
と
の
関
係
に

悩
む
こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
を

皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

お
電
話
・
お
便
り
下
さ
い

■
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
M
・
A
（
福
岡
・
？
歳
）

　
1
年
半
前
か
ら
別
居
中
で
3
歳
に
な

る
娘
と
二
人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
夫
は
医
師
で
別
居
の
際
、
生
活
費
の

取
り
決
め
を
証
書
の
形
で
し
て
い
た
の

で
、
精
神
的
苦
痛
は
大
き
か
っ
た
も
の

の
、
物
質
的
に
は
十
分
満
足
な
生
活
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
離
婚
の
話
し
合
い
に
入
り

ま
す
が
、
今
ま
で
十
分
払
っ
て
き
た
の

で
、
養
育
費
、
慰
謝
料
は
一
切
払
わ
な

い
の
一
点
張
り
で
、
と
て
も
不
安
な
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。
離
婚
の
原
因
は
夫

の
不
貞
、
暴
力
で
す
。

　
同
じ
平
な
境
遇
の
方
、
ま
た
は
離
婚

さ
れ
た
方
で
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
頂

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
の

方
は
お
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
お
便

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
M
・
A
さ
ん
へ
の
手
紙
は
表
記
事
務

所
向
井
ま
で
。
転
送
し
ま
す
。

■
裁
判
中
の
方
お
手
紙
下
さ
い

　
　
　
　
　
Y
・
T
（
群
馬
・
3
4
歳
）

　
1
7
0
号
、
1
7
1
号
に
載
せ
て
頂

い
た
群
馬
の
Y
・
T
で
す
。

　
3
月
に
東
京
高
裁
の
判
決
が
下
り
、
夫

の
控
訴
は
棄
却
さ
れ
、
一
審
通
り
「
離

婚
。
親
権
者
は
私
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
夫
は
最
高
裁
で
も
争
う
と

以
前
か
ら
言
っ
て
い
た
の
で
、
娘
の
こ

と
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ず
、
幼
稚

園
の
園
長
と
先
生
方
を
説
得
し
て
夫
の

了
解
な
し
に
娘
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

　
夫
が
上
告
し
、
最
高
裁
で
争
っ
て
い

ま
す
。
弁
護
士
に
よ
る
と
こ
の
裁
判
は

棄
却
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
た

だ
そ
れ
が
決
ま
る
ま
で
に
、
手
続
だ
け

で
も
半
年
位
掛
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
娘
が
小
学
校
に
入
学
し
、
友
達
も
で

き
、
落
ち
着
い
て
き
た
4
月
末
、
夫
が

学
校
か
ら
娘
を
連
れ
去
っ
て
し
ま
い
、
5

月
の
連
休
明
け
に
、
夫
の
居
住
地
の
学

校
に
転
校
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
夫
は
2
年
前
、
裁
判
を
取
り
下
げ
さ

せ
る
た
め
に
、
娘
を
保
育
園
か
ら
連
れ

去
っ
た
愚
な
の
で
、
私
の
居
住
地
の
学

校
に
入
学
さ
せ
た
の
は
う
か
つ
だ
つ
だ

と
、
自
分
の
甘
さ
に
あ
き
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
居
住
地
の
教
育
委
員
長
も

全
て
を
知
っ
て
い
な
が
ら
簡
単
に
転
校

手
続
を
取
っ
た
の
に
も
腹
が
立
ち
ま
す
。

★
ハ
ン
ド
夏
合
宿
の
お
知
ら
せ

　
恒
例
の
夏
合
宿
が
決
ま
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
2
つ
。
「
離
婚
後
の
親
と
子
」

（
円
よ
り
子
）
と
「
家
庭
内
暴
力
」
（
原

田
恵
理
子
氏
・
婦
人
相
談
所
勤
務
）
で

す
。
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
▼
日
程

犀
8
月
1
6
日
目
1
7
日
（
土
日
）
▼
場
所
1
1

国
立
婦
人
教
育
会
館
（
埼
玉
県
）
▼
定

員
け
大
人
3
0
名
、
幼
児
（
学
齢
前
）
1
1

20

ｼ
▼
参
加
費
1
1
大
人
4
0
0
0
円
、

幼
児
1
1
2
5
0
0
円
。
食
費
、
交
通
費

各
自
負
担
。
▼
申
込
1
1
申
込
金

1
0
0
0
円
を
添
え
、
住
所
、
．
電
話
番

号
、
参
加
者
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
を

明
記
し
、
事
務
局
橋
本
ま
で
。
8
月
1

日
必
着
。
申
込
金
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

相
手
の
教
育
委
員
長
に
は
、
「
殴
ら
れ
る

の
は
あ
な
た
に
落
ち
度
が
あ
る
か
ら
だ

ろ
う
。
相
手
が
話
し
合
い
を
持
と
う
と

し
な
い
の
は
、
あ
な
た
の
誠
意
が
足
り

な
い
か
ら
だ
」
と
頭
ご
な
し
に
言
わ
れ

ま
し
た
。
負
け
ず
に
思
っ
て
い
る
こ
と

を
伝
え
た
ら
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
ま
し

た
が
、
最
終
的
な
判
決
が
出
る
か
、
話

し
合
い
が
成
立
し
な
い
限
り
、
転
校
手

続
は
取
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
気
持
ち
は

夫
よ
り
私
の
方
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
考
え
る
私
が
、
暴
こ
う
い
う

生
活
を
し
て
い
て
、
い
つ
も
自
分
勝
手
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